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研究背景
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Dual-Conduction Class-C VCO 
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リング型が有利な場合
• ジッタ仕様が緩く、周波数が100MHz程度以下の場合

ＬＣ型が有利な場合
• それ以外すべて

･0.5V駆動LSI ･Ring型電圧制御発振器とLC型電圧制御発振器
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･Class-C VCO ･提案回路

概要
・0.5V駆動LSIの実現に向けて、クロックジッタの問題を明らかにした。
・リング型よりもLC型の方が低電圧・低電力動作に有利であることを示した。
・Dual-Conduction構成のClass-C VCOを新規提案した。
・通信用のみならず、クロック発生においてもLC型のVCOが今後益々重要となる。

電源電圧スケーリング

+30dB worse

クロックジッタスケーリング

・LC-VCOと分周器を組み合わせることにより、
面積の縮小と周波数可変範囲の拡大が可能
・単純に消費電力だけを比較すると、高い周波数ほどLC型が低消費電力
・ジッタ性能が厳しい場合は、LC型が有利な周波数帯はどんどん低くまで広がる
・面積の問題はなくなる

提案回路

チップ写真

0.5V 駆動 LSI

微細化の維持 新アプリの創出低消費電力化

・発熱や信頼性低減による

　微細化限界を回避

・電池駆動時間の延長

・冷却モジュールの低コスト化

・” グリーン ( 省電力 )” の訴求

・保守の不要化

・多数のデバイスの分散配置を

　可能に


